＜赤ちゃんや小さい子どものいる家庭での読み聞かせ支援のツール＞
　　　　　　　　　　対象（時間）：まもなく親になる人，０～３歳児の親子（90分程度）

【ねらい】読み聞かせの体験等を通して，子どもに対する読み聞かせの大切さを感じ，自分の子育てに取り入れるきっかけ

とする。
【準備物】主催者：名札，名札用ペン，ワークシート，アンケート用紙，バインダー，筆記用具，絵本（絵本がある方にはもってきてもらう。絵本のない方には，題名が分かれば事前に教えてもらい，ほんごう子ども図書館にて準備してもらう。県立図書館からも資料図書）

	時　間
	アクティビティの展開例
	参加者
	備考

	9:00
	☆準備
☆当日打合せ

	会場準備、

バインダーにアンケート用紙とワークシートをセットしておく。

打合せ

グループにはいってもらうファシリテーターを紹介
	名札
名札用ペン
☆受付２名

	☆
☆
	〇名札付け（来た順に）
	○名札(参加者用)

お子さんの名前と年齢・保護者の名前を書いてもらう
	

	10：00

（５分）
☆南方
	○ファシリテーター（学習支援者）

自己紹介，主旨・ルールなど説明

	○親プロのチラシを紹介
○紹介　ファシリテーター，村上さん，ボランティアさん
○写真を撮る場合は，予め了解を取る。（肖像権）
	ワークシート
鳴りもの

	10：05

～

10：15

（10分）

☆垣内
	アイスブレイク（雰囲気づくり）

○手遊び歌を楽しむ
○全体での絵本の読み語り

	
	※安全面に十分配慮する。

読み語り用絵本

	10：15

～
10：45
（30分）
☆南方
	＜やってみましょう＞
○グループに分かれる(1分)
A 

B

C
〇グループでコミュニケーションを図る(３分)

〇親子でボランティアさんの読み聞かせを聞く　　　　　　　　　　　　　（5分）
○感想を交流し合う。(15分)

	○なるべく子どもの年齢が分かれるようにする。
○各グループにファシリテーター，ボランティアさんに入ってもらう。
○３つの約束(発言の平等，人の発言を肯定，秘密の保守)，ただし，言いたくないことは話さなくてもよい
(パス有)
○自己紹介…持ってきた本(好きな絵本) ，ママの名前，子供の名前
○我が子や周りの子どもの表情や様子を見守るよう伝える。
〇おひざにだっこして絵本の読み聞かせを親子一緒に楽しむ。
※読み聞かせに対する反応はそれぞれであることをふまえ，「それでいいんですよ」と声をかけて安心感を与える。
※（絵本の読み方が上手になることが目的ではなく，）読み聞かせが初めからうまくいかないのと同じように子育ては思い通りにいかないことの連続であり，結局は子どもを主人公に親は見守っていく存在であるということを伝える。 
	3つの約束のボード
持参の絵本(参加者)


	10：45

～
11：15
（30分）
☆村上
	＜学習を振り返りましょう＞
○えほんのおばちゃんのお話しとまとめ
	○絵本の専門家にいろいろな経験に基づいて皆さんの感想にこたえる形で話してもらう。
※絵本はコミュニケーションの一つのツール
※正解はないが，どちらの方向へ向いていくのがいいか気付かせる
※紹介は一例とし，好きで一緒に読んでみたい本を選ぶように伝える
	※『赤ちゃん向け絵本ガイド』（広島県読書推進運動協議会）
※『絵本で子育てを楽しく』（文部科学省）

	11：15
～
11：20
（５分）
☆南方
	○ワークシートの配布
○ファシリテーターの話
	バインダーにアンケート用紙とワークシートを挟んだものを配布
○プログラムの募集のおしらせ
	バインダー
アンケート
ワークシート
筆記用具

	11:20～
	○終了・片付け
○アンケート記入
○絵本の貸し出し
○反省会
	→参加者全員で行う。
→アンケート記入者から流れ解散

※片付け，アンケート記入が難しい場合は，無理に行ってもらわなくてもよい。
○本日の気づきなど
	・現状復帰

	〈メモ〉



想定される活用の場面　図書館（おはなし会・絵本についての講座など）　公民館　子育て支援センター　　　子育てサークル　保育所（未入所の子供対象の体験入所を含む。）幼稚園（未入園の子供対象の体験入園）　乳幼児健診の場　病院などでのプレママスクール，マタニティクラスなどの場　ブックスタートの場





教材番号　　　28


２





おひざにだっこでおはなししましょう　～絵本をひらいてみませんか？～


～
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